
毎回同じような工事を受注する場合の工事写真帳作成作業を省力化する
Lesson202-1

①只今は、一例として

　　2019年度〇〇〇公園整備工事. syasintyou3
　と云う名の工事写真帳の内容をここに表示

　しています。

②【再スタート】をクリックします。

＜スタート＞画面が表示されましたので、

下記の操作を行います。

　

①2019年度〇〇〇公園整備工事. syasintyou3
　をクリックします。

②【工事写真帳の

　　　テンプレートファイルとして登録】

　をクリックします。

①この画面が表示されますので、ここに

　　〇〇〇公園整備工事

　　　　テンプレートファイル. syasintyou3
　と入力します。

②【登録】ボタン　をクリックします。

この画面が表示されますので

【閉じる】ボタンをクリックします。



＜スタート＞画面に戻りましたので、

今度は

　【工事写真帳の

　　　テンプレートファイルを開く】

をクリックします。

①〇〇〇公園整備工事

　　テンプレートファイル. syasintyou3
　を選択します。

②【開く】ボタンをクリックします。

①このいずれかをクリックします。

　今はこちらをクリックします。

②ここに

　　2020年度〇〇〇公園整備工事

 　と入力します。

③ここに

　　2020年度〇〇〇公園整備工事

　　　　　　　　　　. syasintyou3

 　と入力します。

④【OK】ボタンをクリックします。



①メイン画面が表示されました。

　ここに以上の操作で作成された

　　2020年度〇〇〇公園整備工事

　　　　　　　　　　. syasintyou3
　の内容が表示されています。

　これは

　　2019年度〇〇〇公園整備工事

　　　　　　　　　　. syasintyou3
　とコメント部分は同じで、写真

　は未だ貼り付けられていない

　ものです。

　ですから、2020度分の写真を

　貼り付けるだけで、2020度分の

　工事写真帳は出来上がる訳です

　から、工事写真帳の作成作業が

　大幅に省力化できます。

②【再スタート】をクリックして

　　見ます。

＜スタート＞画面が表示されました。

ここに

　　2020年度〇〇〇公園整備工事

の工事名が登録済です。

ここに

　　2020年度〇〇〇公園整備工事

　　　　.syasintyou3
の工事写真帳ファイル名が登録済です。

以上でこのLessonを終了します。


